
医療の負担増―高齢者はじめ全世代で 
 

 政府は「骨太の方針２０１８」で、社会保障費抑制を大きな方針として掲げました。 

 そこで挙げられているが、①７５歳以上の患者さんの窓口負担を原則１割から２割にす

る【下図】というもの。医療機関を受診する機会の多い高齢者にとって、健やかな暮らし

が脅かされようとしています。全国保険医団体連合会が 2015 年に行った調査では、７

３％の医師、歯科医師が「受診抑制につながる」と回答しています。 

 

このほかにも政府は、 

②医療機関の窓口での１～２

割の定率負担にプラスして、１０

０～５００円の定額追加負担を

設ける 

 

③痛み止めなど、薬の「保険は

ずし」や自己負担割合の見直し 

 

④金融資産等の保有状況を考

慮に入れた負担の仕組み【右図】 

 

―などを検討しています。 

 

 高齢者だけでなくすべての世

代にわたる「医療と介護の負担

増」。 

反対の声を挙げ、計画をストッ

プさせましょう。 

 

（イラストは保団連チラシより） 


